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定年延長が資本蓄積 ・ 総生産水準に及ぼす影響
Influence of Extension of the Mandatory Retirement Age on Capital 
Accumulation and Production Level. 





で検討することを目的としている。 本稿の主要な結論は、 定年延長による高齢者雇用の増大は、 資本蓄積にとってはマイ
ナスであるが、 総生産水準にとってはプラスの場合もマイナスの場合もあるという ことである。 
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は、Futagami & Nakajima [2001]、 Matsuyama[2008]、
Namba [2007]、難波 [2017] 等がある。




ろである。 但し、 本モデルは、 生産関数が本稿のよう に











Namba [2007] は、 そのモデルの枠組みは本稿のもの
と類似している。 但し、 本稿では定年延長が総生産水準
に及ぼす影響について、 より明確な結論を導いた。
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る。 彼等は、若年期( t期) に働いて得た賃金 (ω,) を t 
期に消費 (d ) と貯蓄 (s, ) に分ける。 そして老後( t 
十1期) に、( 1 十利子率) をR+ として、利子により
増加した貯蓄 (,R+ s,) と、 老年期に一時期労働して得
た賃金 (co,+,1) を全て消費 (d+,) する。
以上の行動から効用関数と予算制約式は次のようにな
る。 u ='。go', + ρ'。go',+, (1)
C 十St = a)t (2) 
c +1 = R . st十alt+11 (3)
以上より次式が導かれる。
U = log(a), -s,)十 log(R +Is,十a), 11) (4)
ここでt期に現れた世代の一人当り最適貯蓄s,を求め
るために∂U/as, = 0 とすると次式が導かれる。
a ), (1 + ρ)a),+,1




Y' + = (K ',+1 )α(L',+1 )I a = (K' +)α(・11 + IL1+, ) = (K '+1 )α
L'+ : t十1 期に現れて t十1 期に働く労働者数
L +, : t期に現れて t+ 1 期に働く労働者数 (6)
本モデルにおいては資本の耐久期間は1 期間とする。 
そうすると、( 1 十利子率) をR と したことから、t期
の企業 zの利潤 (π') の定義式は次のようになる。
l = (KI )a(1)1 α 一 f K' - f ' (7)
企業の利潤極大化行動により、次の二式が導かれる。
l = (1 - αXK1 )' ( 1 ) a - , = 0
(8)
∴ , = (1一α ;)a ' = , 
K; =α(K;)α 1(1)1α一 , = 0
∴R = α(k,')α 1 
9 
全ての企業は同一 の技術を持つものとするため、 全て
の企業において賃金率と1 十利子率は ( 8 ) ( 9 ) となる
から、 全ての企業の資本労働比率は同一であり、 その資
本労働比率の水準を k とすると、= k となる。 従って、
賃金率と1 +利子率は(10) (11) となる。 
34 
f =(1一αX f )a



















st = (1 十 n)k+1 (13)
従って ( 5 ) と (10) (11) (13)から計算すると、















k2={ αl l - a 1十n十1X2十ρ 十(1十 X1一α (16) 
となる。 また総生産量を、 若年世代の労働者の労働量で
,)a 
除した比率をy2 とする と次式が導かれる。 
y ={ (17) 














なる (逆は逆)。 このためk2 を1 で微分した時の符号を
調べることとする。k2 の大括弧の中の値をD とすると、
∂ = ( ) a .a% D= 
であるが、sign(∂ )= sign(a% ) であるo 従って、
は a% の符号を調べることとする。 




高齢者の労働時間 1 から独立であるから、1 が上昇した
時にy2 が増加すれば、1 の上昇、 つまり高齢者の労働時
間の増加は経済成長にと ってプラスであるこ とになる
(逆は逆)。 このため我々はy2 を1 で微分した式の符号を
調べることとする。 y2 の大括孤の中の値をE とすると、
0y = ( ) 2 a%f 
であるが、Sign(∂y )= Sign(a% ) である。 従って、
は 0%の符号を調べることとする。 
/ a(1 - α) l {(1 + -X2 + ρ)α+ (1 + fl)(1 - α} 一a = 
1一α
{(1十,-)(2十 十(1十 )(1_α}2(1 - α)(:i(1 - α){(1 + -X2 + ρ)α +(1 + 1)(1 - α} - (1 + ,-)αf(2 + ρ)α+ (1 +ρX1 - α)}] 
1一α
であるが、 (22) 式の最後の式の分子をF とすると、






また、 1 十p-3a-ap> 0の時、 つまり、αく の時
は、 Oであるから、a% > 0、 従って、 > 0であ
る。
さらに、
F = (1 十 n (1 十 ρ - 3α一 aρ)十 (1 十 ρ - α一2α2 - αρ
< (1 十 n)α(1 十 ρ _a _2α2 _αρ)十 (1 十 ρ _α_2α2 _ aρ
= (1 十 ρ _ α_2α2 _ αρ (1 十 n)α 十 1}
から、 1 十p-a- 2a2-ap< 0 の時、 つまり、a> 0 よ 
_ 
- (,+ρ)+m ,r、,.+ , _ _ 」,_ っ , 、リa > 
ら、a% < 0、 従って、 < 0である。
従って、aが低い水準の場合は > 0 となり、a 

















1){(1+-X2+ρ)α+(1+ρX1一α }2 十 1十ρ一3α一 +ll一α 1十ρ 
(1十1-){(1十一 X2十ρ)α十(1十ρX1一α }2 (221 
l 、 くU 、の 0 一 ' 








( I ) 定年延長期間の長期化により高齢者の労働時間が
増加することは資本蓄積にとってマイナスである。
( II ) 定年延長期間の長期化により高齢者の労働時間が
増加する場合、 総生産水準は産出の資本弾力性の水
準によって増加する場合と減少する場合がある。
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